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はじめに 

 

近年、地域の社会の基盤である公共交通は、自動車に依存するクルマ社会の進展や人口

減少、少子高齢化等が進むなかで、維持していくことが厳しい状況にあります。 

本町におきましては、平成１７年１１月から平野部のコミュニティバスの運行をスター

トし、さらに平成２５年１２月には山南地区のコミュニティバスを開始することにより、

三木町全域においてコミュニティバスの運行を行ってまいりました。 

しかしながら、コミュニティバス利用者は平成 26 年度を境に、減少しており、現状の

ままでは公共交通体系を将来的に維持していくことは困難な状況となっております。今後、

コミュニティバスを含む持続可能な公共交通サービスを提供し続けるためには、交通事業

者や関係機関さらには住民の皆さまと協力・連携しながら利便性を向上させ、新しい三木

町スタイルの地域公共交通体系の再構築を進める必要があります。 

本町では、平成 27 年 10 月に三木町まち・ひと・しごと創生総合戦略「三木町まんで

願大作戦」を、平成 28 年 4 月には「第５次三木町振興計画（後期基本計画）」を策定し、

人口減少、少子高齢化の中でも、住民が幸せを実感できる町づくりを行うとともに、公共

交通の課題解決に向け議論を進めております。 

今後は「三木町地域公共交通網形成計画」に基づき、本町が掲げた「地域住民・交通事

業者・行政が連携し、みんなで“つくり・つかい・育てる”公共交通網の形成」の実現に向

け、ICT などの技術の進歩、法律の規制緩和などの時代の変化にも対応・順応しながら三

木町のための公共交通ネットワークの構築に取り組んでまいります。 

 

令和２年３月  

                            三木町長 伊 藤 良 春 
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 三木町地域公共交通網形成計画について 

（１） 背景と目的 

 

本町では、平成 11 年に琴電バスが利用者減少に伴い、三木町平野部を走行していた路

線が廃止されました。路線廃止に伴い、公共交通空白地帯を解消するために、ルート・ダ

イヤ・運賃等を検討し、平成 17 年 11 月から平野部において、コミュニティバスの運行

を開始しました。平野部のコミュニティバスでは琴電学園通り駅を拠点とし、香川大学医

学部や町役場、大型商業施設の買物施設等にアクセスするための重要な手段として町の生

活交通軸として利用されております。 

 

また、小蓑や奥山などの山南地区においてもコミュニティバスの試験運行を平成 24 年

から開始し、翌年 10 月から、山南地区コミュニティバスの本格運行をスタートさせ、山

南地区と町の中心部を結ぶ交通軸として重要な役割を果たしております。 

しかし、収支率（運行経費に占める運賃の割合）においては、平野部は 20％を下回って

おり、山南地区においては、10％も下回っていることから、将来的に持続可能な状況であ

るとは言い難い状況であります。 

 

国におきましても、本町のような厳しい地域交通の維持確保のしくみづくりなどを支援

するため、平成 25 年に交通政策基本法を制定し、また、平成 26 年には地域交通の活性

化及び再生に関する法律の改正を行うなど地方公共団体が「地域公共交通網形成計画」を

策定し、まちづくりと連携した公共交通に関する取組を進めるよう促しております。 

 

地域公共交通網形成計画は、地域公共交通の現状・問題点、課題の整理を踏まえ、持続

可能な公共交通ネットワーク全体の構築に向けた総合的な交通施策を推進するため、地域

全体の公共交通の在り方、住民・交通事業者・行政の役割を定めるものです。また、まち

づくりとの連携や地域現況を考慮し、面的な公共交通ネットワークの再構築を検討するこ

とで、公共交通ネットワークの利便性や効率性の向上をさせることを目的とするものであ

ります。 
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（２） 本町の上位関連計画 

⚫ 三木町都市計画マスタープラン：平成 25年 3月策定 

1) 広域的な位置づけ 

都市計画マスタープランでは、本町が、隣接する高松市のベッドタウンとして発展し

てきた側面を踏まえた上で、高松市が有する広域拠点、地域拠点等との連携、役割分担

を図りながら、高松広域都市圏として機能するまちづくりを進めることを示しています。 

 

 

 

図 １.１高松広域都市圏における都市構造概念図 

図 1-１.２ 

出典：三木町都市計画マスタープラン 
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2) 将来都市構造 

集約型都市構造の実現に向け、町役場周辺に都市機能の集積を図り、それを取り巻く

地域が特色を持ちながら相互に連携し、一体的な発展を目指した都市づくりを行うこと

を掲げています。このようなまちづくりの方向を踏まえ、都市構造の要素として、「拠点」、

「軸」、「ゾーン」を設定した上で、将来都市構造を以下のように示しています。 

また、町内の拠点間は主にコミュニティバスを利用して連携を図るようにすることが

位置付けられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １.３将来都市構造図 

出典：三木町都市計画マスタープラン 

 

  



4 

⚫ 都市と地方の新たなモビリティサービス懇談会：平成 30年 10月～開催 

国土交通省が主催の都市と地方の新たなモビリティサービス懇談会において、新たな

モビリティサービスの導入について、地方郊外・過疎地型では、住民視点での持続可能

なサービスの設計や住民を巻き込む仕組み等に取り組むべき、と示されています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １.４将来都市構造図  

出典：国土交通省 都市と地方の新たなモビリティサービス懇談会 中間とりまとめ（概要） 
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 三木町の現状 

（１） 実施調査 

これまでに本町において、地域住民の皆さんの生活や移動状況を把握するために、いく

つかの調査を実施しました。 

既存の統計データに加え、これらの調査結果も活用しながら、本町における交通課題を

整理します。 

表 ２-1 本町におけるこれまでの実施調査 

 

高松広域都市圏 

パーソントリップ調査 
シニアライフ調査 住民アンケート調査 

公共交通利用者 

アンケート調査 

調査 

時期 

平成 24 年 

10 月～11 月 

平成 31 年 

1 月 

令和元年 

9 月～10 月 

令和元年 

9 月～10 月 

対象 

高松広域都市圏の住民 

※高松広域都市圏： 

高松市、坂出市、丸亀市、さぬ

き市、東かがわ市、善通寺市、

観音寺市、三豊市、宇多津

町、三木町、多度津町、琴平

町、まんのう町 

無作為に抽出した 

65 歳～75 歳の町民 

無作為に抽出した町内

3,000 世帯 

町内を運行する路線バ

ス、コミュニティバス利用者 

目的 

高松広域都市圏の住民

の交通手段や動き、移動

の目的等の定量的把握 

町内の高齢者の日常生

活における問題点、改善

要望等の把握 

地域住民の、外出時にお

ける移動実態の把握 

町内の公共交通を利用

した際の移動実態の把握 

質問 

内容 
ある 1 日の移動状況 等 外出状況、移動手段 等 日常の移動先、手段 等 

バス（路線バス、コミュニ  

ティバス）の利用状況 等 

回答数 

(回収率) 

45,665 票 

（回収率 34.3%） 

1,454 票 

（回収率 70.2%） 

1,276 票 

（回収率 42.5%） 

55 票 

（回収率 33.5%） 

高齢者 

回答割合 

約 25％ 

（65 歳以上） 

100％ 

（65 歳～75 歳） 

約 60% 

（60 歳以上） 

約 80% 

（60 歳以上） 
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（２） 人口 

1) 年齢階層別将来人口の推移 

本町の人口は、2005 年をピークに減少傾向にあります。 

年少人口割合と生産年齢人口割合が減少する中、老年人口割合は著しく増加して

おり、今後もこの傾向が続くと予想されています。 

    

 

 

 

    

図 ２.１三木町の年齢階層別将来人口の推移 

出典：国立社会保障・人口問題研究所による将来推計人口 
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2) 人口分布 

人口は、ことでん沿線地域や氷上に集中しており、小蓑、奥山、朝倉、鹿庭につ

いては、高齢者人口の割合が突出しています。 

 

   
図 ２.２ 総人口                    図 ２.３ 高齢化率 

       出典：国勢調査（平成 27 年）              出典：国勢調査（平成 27 年） 

 

 

 

図 ２.４ 地域別高齢者人口割合 

出典：三木町 
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（３） 地域構成 

1) 土地利用と施設立地状況 

本町の南北は山に囲まれており、鉄道が運行する平野部が、病院や商業施設等の

都市機能が集積している地域となっています。 

 

 

図 ２.５ 土地利用と施設立地状況 

出典：国土地理院 
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2) 道路網 

南北方向は町内全域に道路網が存在するものの、東西方向については、高松長尾

大内線や三木綾川線など、平野部に集中しています。 

 

  

図 ２.６ 道路網 
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（４） 地域住民の外出状況 

⚫ 町内全体の外出状況 

ここからは、地域住民の外出状況について整理します。 

1) 代表交通手段分担率 

地域住民の外出時の主な交通手段は、自動車が約７０％を占めており、バス・鉄道

の利用は少ない状況です。 

 

図 ２.７ 代表交通手段分担率 

出典：高松広域都市圏パーソントリップ調査（平成 24 年） 

 

 

2) 年齢階層別自動車免許保有率 

地域住民は自動車免許の保有率が高く、20 代～60 代は約 90％が保有しており、

70 代以上についても半数が保有している状況です。 

 

図 ２.８ 年齢階層別自動車免許保有率 

出典：高松広域都市圏パーソントリップ調査（平成 24 年） 
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3) 年齢階層別自動車免許保有別の外出率 

外出率をみると、年齢があがるにつれ、外出率は低下する傾向にあり、自動車免許

保有者の方が外出率は高い傾向にあります。 

 

 

図 ２.９ 年齢階層別自動車免許保有別の外出率 

出典：高松広域都市圏パーソントリップ調査（平成 24 年） 

 

 

4) 時間帯別外出割合※とコミュニティバス運行本数 

外出ピーク時間帯は、地域全体では 7 時台と 17 時台が多く、高齢者は 10 時台

が多くみられます。しかしながら、外出ピーク時間帯においても、コミュニティバス

の運行本数は少ない状況にあります。 

 

 

図 ２.１０ 時間帯別外出割合とコミュニティバス運行本数 

出典：大川自動車㈱ホームページ、高松広域都市圏パーソントリップ調査（平成 24 年） 
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12 

5) 地域住民の外出先となる地域 

地域住民の主な外出先として、中心部である氷上が突出しており、次いで鹿伏や池

戸への移動が多くなっています。 

目的地上位 3 地域への外出目的割合は、大半が買い物と通院となっています。 

 

  

図 ２.１１ 三木町民の外出先となる地域          図 ２.１２ 三木町の主な施設 

出典：住民アンケート調査（令和元年） 

 

≪1 位：目的地が「氷上」の外出≫       ≪2 位：目的地が「鹿伏」の外出≫ 

  

 

≪3 位：目的地が「池戸」の外出≫ 

 

図 ２.１３目的地上位 3位への来訪者の外出目的割合 

出典：住民アンケート調査（令和元年） 
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⚫ 高齢者に着目した外出状況 

 ここからは、地域に住む高齢者の外出状況について整理します。 

1) 地域別外出頻度 

外出が高頻度の地域は、ことでん沿線の中心部が多く、南北の山間部は外出頻度が

低い状況にあります。 

 

 

図 ２.１４  地域別外出頻度（60歳代以上）  

出典：住民アンケート調査（令和元年） 
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2) 買い物・通院する上で不便（不満）と感じること 

買い物や通院する上で不満と感じることについて、「公共交通機関がない」、「タク

シー料金等が高い」という回答の割合が、山間部の地域で高くなっており、特に、奥

山は突出して多い傾向にあります。 

 

≪公共交通機関がない≫          ≪タクシー料金等が高い≫ 

    

図 ２.１５ 買い物・通院する上で不便（不満）と感じること（65～75歳） 

出典：三木町シニアライフ調査（平成 31 年） 

 

 

3) 自動車運転に対する考え 

高齢者ドライバーの中には、自動車運転に恐怖心を感じている人が多く、免許返納

後は、タクシーやコミュニティバス、電車といった公共交通に頼らないと生活できな

い状況にあります。 

 

      

図 ２.１６ 自動車運転による恐怖心（65～75歳） 図 ２.１７ 免許返納後の交通手段（65～75歳） 

出典：三木町シニアライフ調査（平成 31 年）            出典：三木町シニアライフ調査（平成 31 年） 

 

  

(n=1,436) (n=1,436)

感じる, 9%

たまに

感じる, 
44%

感じない, 
45%

分からない, 1%

(n=1,262)

61%
54% 53%

47%
39%

12%

50%

4% 9%
2%

0%

20%

40%

60%

80% (n=4,210)



15 

（５） 公共交通の状況 

⚫ 路線バスのサービス状況 

1) 路線バス網図 

路線バスは、高松市から東かがわ市までを結ぶ大川バスの引田線が、町内の中央部

を横断し、隣接する市間の移動を支える交通として運行しています。 

 

   

図 ２.１８ 路線バス網図 
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2) サービス内容 

路線バスは、毎日運行しており、6 時台～20 時台まで、平日は、1 日あたり上下

各 19 本、1 時間当たり 1～2 本、休日は、1 日あたり上下各 8 本、1 時間当たり

1 本の運行となっています。 

 

表 ２-2 路線バスのサービス内容 

 
出典：大川自動車㈱ 

≪平日≫                ≪休日≫ 

   
図 ２.１９ 時間帯別運行本数 

出典：大川自動車㈱ 

 

 

3) 満足度 

路線バスの利用者の満足度は、運行本数や運行時間帯、所要時間に関して不満度が

高い傾向にあります。 

 

図 ２.２０  利用者の満足度 

出典：三木町公共交通利用者アンケート調査（令和元年） 
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⚫ コミュニティバスのサービス状況 

1) コミュニティバス網図 

コミュニティバスは、全 5 コースにより町内全域を網羅し、町内の主要公共交通

となっています。 

 

 

図 ２.２１  コミュニティバス網図  
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2) サービス内容 

コミュニティバスは、平野部と山南部に分かれており、人口が集中している平野部

は日祝を除いて毎日運行していますが、山南部は 2 コースが隔日で運行しています。

買い物・通院目的の移動は、土曜日の移動が多くなっていますが、山南地区ではコミ

ュニティバスは運行していない状況です。 

 

表 ２-3 コミュニティバスのサービス内容 

 
出典：三木町 

 

 

 

 

図 ２.２２ 移動人数の曜日構成  

出典：三木町住民アンケート調査（令和元年） 
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3) 高齢者の地域別最寄りのバス停までの移動時間 

地域別最寄りのバス停までの移動時間について、平野部の地域において、15 分以

上の割合が多くなっています。一方で、山南部の地域において、5 分以内の割合が多

く、特に、奥山地域においては、移動時間が 3 分以内の割合が最も多い状況です。 

地域高齢者全体でみると、5 分以内の割合が約 50％を占めているものの、地域全

体の平均である約 55％よりは低い状況です。 

 

 

図 ２.２３  高齢者の地域別最寄りのバス停までの移動時間 

出典：三木町住民アンケート調査（令和元年） 

 

4) 満足度 

コミュニティバスの利用者の満足度は、運行本数や運行時間帯、運行ルートに関し

て不満度が高い傾向にあります。 

 

図 ２.２４ 利用者の満足度 

出典：三木町公共交通利用者アンケート調査（令和元年） 
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⚫ 公共交通ネットワーク状況 

1) 公共交通の人口カバー状況※ 

公共交通網について、重い荷物を持った時に負担に感じる移動距離を基にみると、

平野部の人口はカバーできていませんが、山南地区は概ねカバーできている状況で

す。平野部では、よく利用されている施設においても、カバーできていない箇所が存

在します。 

 

 

 

図 ２.２５  大きな荷物がある時に負担に感じる移動距離（150m）内における 

公共交通の人口カバー状況 

出典：国勢調査（平成 27 年）、バスサービスハンドブック 
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2) 公共交通の高齢者人口カバー状況 

公共交通網について、高齢者の 90％が負担に感じる移動距離を基にみると、平野

部の高齢者人口はカバーできていませんが、山南地区は概ねカバーできている状況で

す。平野部では、よく利用されている施設のうち、病院はカバーできていますが、商

業施設はカバーできていない箇所が存在します。 

  

 

 

図 ２.２６  高齢者の 90％が負担に感じる移動距離（100ｍ）内における 

公共交通の人口カバー状況 

出典：国勢調査（平成 27 年）、バスサービスハンドブック 

  

※参照：バスサービスハンドブック

条件 距離

90％の人が抵抗感なし
100ｍ

（約2.5分）

大きな荷物がある
80ｍ
（約2分）

※高齢者の90％が負担に感じる移動距離
（高齢者歩行速度：分速40m/分）

松原病院

ザグザグ

樫村病院
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⚫ 公共交通の利用状況 

1) 公共交通利用者の属性 

公共交通利用者は、大半が 70 代以上となっており、自動車運転免許を持っていな

い人の割合が大半を占めています。 

■年齢構成                      ■自動車運転免許保有状況 

         
図 ２.２７ 公共交通利用者の属性 

出典：三木町公共交通利用者アンケート調査（令和元年） 

 

2) コミュニティバスの利用者流動 

コミュニティバスの利用者は、学園通り駅が含まれる鹿伏を中心とした流動が多

く、特に、鹿伏‐池戸間が多くなっています。また、南部に位置する朝倉、小蓑、奥

山においては、氷上を中心とした流動がみられます。 

 

図 ２.２８ コミュニティバスの利用者流動 

出典：三木町コミュニティバス乗降調査（令和元年） 
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3) 今後の公共交通のニーズ 

公共交通に関して、新規バス路線やデマンド交通のような新たなサービスの導入が

求められています。また、利用者からは、運行本数やバス停環境に関するニーズが多

くみられます。 

 

 

 

 

図 ２.２９ 今後の公共交通のニーズ 

出典：三木町住民アンケート調査、三木町公共交通利用者アンケート調査（令和元年） 
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⚫ 公共交通事業の状況 

1) 路線バスの利用状況 

路線バスの年間利用者数は、減少傾向にあり、平成 27 年から平成 30 年までに約

8％減少しています。 

 

 

              ※平成 29年については、2月のデータがないため、平成 29 年の月平均利用数を 2月の利用数として算出 

図 ２.３０  路線バスの利用状況 

出典：大川自動車㈱ 

 

2) コミュニティバスの利用状況と収支状況 

平野部コースでは、利用者数の減少に伴い、収支率も減少傾向にあります。 

山南部コースでは、利用者数は微増しており、収支率も増加傾向にあるものの、も

ともと収支率が 10％を切っており、厳しい経営状況にあります。 

 

≪平野部コース≫        ≪山南部コース≫ 

 

図 ２.３１ コミュニティバスの利用状況と収支状況 

出典：三木町 
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 三木町の交通問題・課題 

本町が抱える交通問題・課題を整理すると、以下のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

三木町が抱える交通問題 

 

三木町の概況 

町内交通はコミュニティバスにより全域を補完する 

人口減少 鉄道と路線バスが東西方面に広域移動を担う 

主要となる生活公共交通はコミュニティバス 

ことでん沿線に主要施設が立地する 

南北を山間部に囲まれ、中心部に都市

機能が集積する 

人口 土地利用 交通環境 

 

三木町の外出状況 

外出環境 

 高齢者の外出環境 

 

三木町の公共交通 

公共交通サービス状況 公共交通ネットワーク状況 

代表交通手段は自動車が大半を占める 

自動車免許保有者の方が外出率が高い 

中心部に比べ、山間部の外出頻度が低い 

公共交通がないことで外出を困難に感じている 

自動車が無いと外出しにくい環境にあり、今

後の移動手段として公共交通は必須である 

中心部への買い物・通院目的の外出が多い 

自動車運転に恐怖を感じている 

公共交通がカバーできていない施

設が存在 

山南部の人口は公共交通利用

圏域内にカバーされている 

山間部の運行日が少ない 

バス停から遠いと感じる住民が多数 

外出ピーク時の本数が少ない 

サービスとニーズの不一致 

 

 

公共交通利用状況 

公共交通事業の状況 

収支率が低い 

公共交通の維持が困難 

満足度は全体的に低い 

運転手の確保が困難 

利用者数は減少傾向 

高齢者の外出頻度は特に低い 

平野部の人口は公共交通利用

圏域内にカバーされていない 

三木町が抱える交通課題 

高齢化が著しい 

高齢者の移動手段 

となる交通の確保 

・高齢化の進行を見据え、自動車がなくても生活しやすい交通環境を図る必要がある 

・生活・暮らしを支える移動環境を確保する必要がある 

・町の活力向上に向けた、交流促進が図られる交通体系の構築が必要である 

現行のコミュニティ 

バスの見直し 

・ニーズに応じた運行効率化を図る必要がある 

・地域に見合う、持続可能な公共交通サービスを提供する必要がある 

高齢者が生活しにくい移動環境 コミュニティバスのサービスが非効率 
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 三木町地域公共交通網形成計画が目指すもの 

（１） 本町における地域公共交通の目指す将来像・基本理念 

本町におけるまちづくりの方向性や公共交通の課題等を踏まえ、持続可能な公共交通ネ

ットワークの実現に向けて、本町が目指す将来像および、地域公共交通の基本理念を次の

ように設定します。 

 

 

 

 

 

 

  

三木町が目指す将来像 

三木町と高松市、さぬき市を結ぶ東西軸を基幹公共交通軸として位置付けます。 

広域拠点へのアクセス性や拠点間の周遊性を確保するための高いサービスを目指します。 

主に山間部の交通不便エリアから基幹公共交通軸へのアクセスとなる枝線を支線交通軸として位置

づけます。現在は、コミュニティバスが担っています。 

中心エリアと生活交通エリアを結び、町内の生活に必要な最低限の移動を支える交通を生活交通軸

として位置づけます。 

・基幹公共交通軸 

・支線交通軸 

・生活交通軸 

地域住民・交通事業者・行政が連携し、 

みんなで ”つくり・つかい・育てる” 公共交通網の形成 

井上池戸
北部

下高岡
北部

井戸
南部上高岡

朝倉 鹿庭

小蓑 奥山

田中

平木

鹿伏

氷上
南部

池戸
南部

下高岡
南部

氷上
北部

高
松
市

さ
ぬ
き
市

井戸
北部

 基幹公共交通軸 
支線交通軸 
生活交通軸 

中心エリア： 

主要施設が立地し、各地域からのアク

セス性が必要なエリア 

生活交通エリア： 

人口分布があることから、生活交通の確

保が必要なエリア 

交通不便エリア： 

人口が少ない山間部であり、公共交通

利用が不便なエリア 

基本理念 
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（２） 本町における地域公共交通の基本方針 

本町が抱える交通課題や、まちづくりの方向性を踏まえた地域公共交通の基本方針は、

次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【効率的かつ、持続性の高い公共交通の運行】 

 現在、三木町においては、自動車運転に不安を抱えている高齢者

や、自動車を運転できずに外出するのが困難な高齢者が多く、今後

のさらなる高齢化を見据えると、生活に必要最低限の移動を、公共

交通により可能とする環境づくりは喫緊の課題です。 

 そのために、今後、限られた財源の中で、地域の需要や移動の仕

方を踏まえ、地域に見合った公共交通を導入します。 

 更には、地域住民が公共交通を利用する生活を浸透させるには、

長期にわたる運用が必要であることから、交通施策として実現性があ

り、持続性の高い取り組みを実施します。 

【利用者ニーズを踏まえたサービスレベルの向上】 

 町内における地域住民の外出目的として、買い物・通院目的が大

半を占めています。 

 また、高齢者を対象としたアンケート調査結果から、外出時の交通

手段として自動車利用の割合が大半を占めている一方、自動車運

転による不安を感じている人が半数以上を占めています。 

 このような現状やニーズを踏まえ、高齢者をはじめ、誰もが使いやす

い、必要最低限の移動手段を確保することで、生活しやすい交通環

境を創出します。 

 

三木町が目指す 

まちづくりの実現 【公共交通の利用促進に向けた活動の実施】 

 持続可能な公共交通を実現するには、地域住民が公共交通に対

し愛着を持ち、公共交通が使われ続けることが重要です。そのために

は、地域住民一人ひとりが公共交通を身近に感じるとともに、そのよ

うな公共交通を積極的に利用しようとする気運を醸成することが必

要です。 

 そのためには、利用者である地域住民の意識だけでなく、サービスを

提供する交通事業者、まちづくりを推進する行政が連携し、公共交

通利用促進策として、様々なキャンペーンや啓発活動を実施すること

で、 地域の公共交通をより良いものに育てていきます。 

 

交通課題 

まちづくり 

基本方針 

高齢者の移動手段 

となる交通の確保 

現行の 

コミュニティバスの見直し 
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（３） 計画の区域 

三木町全域を対象とします。 

 

（４） 計画の期間 

本計画の期間は、令和 2 年度（2020 年）から令和 6 年度（2024 年）までの 5 年

間とします。 

 

（５） 計画の目標 

⚫ 目標指標の設定の考え方 

基本方針に基づき、評価するための指標及び目標値を設けることで、目標の達成度合い

を定量的に評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本方針 

効率的かつ、持続性の

高い公共交通の運行 

利用者ニーズを踏まえた 

サービスレベルの向上 

目標①公共交通による収入の増加 

公共交通の運営にあたり、地域住民・交通事業者・行政の連携により

支え合うことで公共交通網を維持していくことを目指します。これにより、

公共交通の収入が改善されることを評価します。 

目標②公共交通を利用するまでの移動時間が短縮する地域の拡大 

主に、公共交通を利用するまでに時間がかかる地域住民等が、サービス

の向上により、公共交通が利用しやすくなる環境を目指します。これによ

り、公共交通を利用するまでの移動時間が短縮する地域が拡大するこ

とを評価します。 

 

目標③地域住民の外出頻度の増加 

地域住民の外出意欲が湧くような、公共交通のあり方を目指します。こ

れにより、地域住民の外出頻度が増加することを評価します。 

 

地域住民・交通事業者・行政が連携し、 

みんなで“つくり・つかい・育てる”公共交通網の形成 
基本理念 

目標 

公共交通の利用促進に 

向けた活動の実施 
目標④地域住民の公共交通利用者数の増加 

地域住民が公共交通を身近に感じ、公共交通による移動が増えること

を目指します。これにより、地域住民の公共交通の利用回数が増加す

ることを評価します。 
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⚫ 目標指標の設定 

目標設定の考え方に基づき、目標指標を以下のように設定します。 

 

目標 指標 考え方 現況値 目標値 

目標① 

公共交通による収入

の増加 

地域公共交通の収支率 

地域公共交通の収支率につい

て、平野部は、5年前の平成26

年度の収支率への回復を目標

値として設定し、山南地区は、

現時点の平野部の収支率を目

標値として設定することで、収入

と支出のバランスが取れる運営

を目指す。 

平野部： 

14.0％ 

山南地区： 

6.5％ 

平野部： 

20％ 

山南地区： 

14％ 

目標② 

行政負担割合の軽減 

地域公共交通の行政負

担額 

地域公共交通の運行について、

持続的な運行を行う必要がある

ことから、多大な行政負担を是

正するため、平成 28 年度の収

入と支出への回復を目標値とし

て行政運営の健全化を目指

す。 

約 7,300 千円 約 4,400 千円 

目標③ 

町内を運行するバス路

線の収入の増加 

大川バス引田線の 

収支率 

（高松―引田、 

高松―三本松、 

高松―さざんか）の 

平均値 

新型コロナウイルス感染症の影

響を受けたことにより、収支率が

大幅に下がっているため、影響を

受ける前の令和元年度への回

復を目標値として設定すること

で、収入と支出のバランスが取

れる運営を目指す。 

約 48% 約 56％ 

目標④ 

公共交通を利用する

までの移動時間が短

縮する地域の拡大 

高齢者に対する自宅から

最寄りのバス停までの移

動所要時間 5分以内の

割合 

高齢者の自宅から最寄りのバス

停までの移動時間が5分以内の

割合について、地域内全体平均

値を目標値として設定し、誰も

が利用しやすい公共交通サービ

スの提供を目指す。 

約 50％ 約 55％ 

目標⑤ 

地域住民の外出頻度

の増加 

免許非保有者の外出率 

免許を保有していない人の外出

率について、免許保有者の外出

率を目標値として設定し、地域

住民の外出環境に偏りがないこ

とを目指す。 

約 68％ 約 80％ 

目標⑥ 

地域住民の公共交通

利用者数の増加 

地域公共交通利用者数 

地域公共交通利用者数につい

て、収支率の増加割合（平野

部 6％、山南地区 7％）と同等

の利用者数増加を目標値として

設定し、地域公共交通が地域

に根差すことを目指す。 

平野部： 

16,813 人/年 

山南地区： 

2,559 人/年 

（H30 年度時点） 

平野部： 

約 18,000 人/年 

山南地区： 

約 3,000 人/年 
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（６） 目標を達成するために行う取組みの全体像 

計画目標の達成に向け、地域の関係者と連携しつつ、三木町が主体となり以下の取組み

を実施します。 

  

実施施策 基本方針 

効率的かつ、 

持続性の高い 

公共交通の運行 

利用者ニーズを 

踏まえたサービス 

レベルの向上 

公共交通の 

利用促進に向けた

活動の実施 

【施策②-1】 

バスロケーションシステムの導入 

【施策③-1】 

公共交通ガイドの作成 

【施策③-2】 

施設での情報掲示 

【施策④-1】 

地域公共交通の運行実証実験の実施 

【施策④-2】 

地域公共交通の試乗会開催 

【施策⑤-1】 

自動車運転免許返納者に対するモビリ

ティマネジメントの実施 

【施策⑥-1】 

乗り継ぎ運賃割引制度導入の検討 

【施策⑤-2】 

地域住民に対するモビリティマネジメント 

の実施 

【施策⑥-2】 

自動車運転免許返納者に対する公共

交通割引チケットの発行検討 

【施策①-1】 

地域公共交通の見直し 

【施策①-2】 

福祉車両を活用した地域公共交通の検討               

 施策① 

利用者視点を踏まえつつ、

需給バランスの取れる地域

公共交通の導入 

 施策② 

バス停環境の改善 

 施策③ 

分かりやすい情報提供 

 施策⑤ 

モビリティマネジメントの実施 

 施策④ 

公共交通の試乗会開催 

 施策⑥ 

公共交通割引制度の導入

の検討 

 施策⑦ 

地域住民アンケートの実施 

【施策②-2】 

ベンチ、屋根の設置 

【施策⑦-1】 

地域住民を対象としたアンケート調査の

実施 
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（７） 目標を達成するために行う取組みの概要 

各取組みの実施時期と実施主体は次のとおりです。 

 

施策 

実施期間 実施主体 

短期 

（令和 2

年度～） 

中期 

（令和 3

年度～） 

長期 

（令和 5

年度～） 

三

木

町 
交

通

事

業

者 

地

域

住

民 

民

間

福

祉

施

設 

【施策①-1】地域公共交通の見直し      
 ● ●   

【施策①-2】福祉車両を活用した地域公共交通 

の検討 
      ● ●  ● 

【施策②-1】バスロケーションシステムの導入       ●    

【施策②-2】ベンチ、屋根の設置       ●    

【施策③-1】公共交通ガイドの作成       ● ●   

【施策③-2】施設での情報掲示       ● ●   

【施策④-1】地域公共交通の運行実証実験の実施    
 

  ● ● ●  

【施策④-2】地域公共交通の試乗会開催       ● ● ●  

【施策⑤-1】自動車運転免許返納者に対する 

モビリティマネジメントの実施 
      ●  ●  

【施策⑤-2】地域住民に対するモビリティマネジメント 

の実施 
      ●  ●  

【施策⑥-1】乗り継ぎ運賃割引制度導入の検討     
 

 ● ●   

【施策⑥-2】自動車運転免許返納者に対する 

公共交通割引チケットの発行検討 
      ● ●   

【施策⑦-1】地域住民を対象としたアンケート 

調査実施 
      ●  ●  

 

  

計画 

計画 

計画 

計画 

計画 

計画 

計画 

計画 

計画 

計画 

実施 

実施 

実施 

実施 

実施 

実施 

実施 

実施 

実施 

実施 

実施 

実施 
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施策① 利用者視点を踏まえつつ、需給バランスの取れる地域公共交通の導入 

取組方針 

 本計画で位置づける鉄道と路線バスにより構成される「基幹交通軸」を基に、町内全域

の交通軸として「支線交通軸」と「生活交通軸」の形成促進を図ります。 

地域に見合う公共交通網の構築に向けて、交通事業者や地域住民等と連携し、現在の地

域公共交通であるコミュニティバスの見直しを検討します。 

取組内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 平野部 

・よく利用される施設が集積しており、人

口も集中していることから、まずは、従来

通り、定時定路線のコミュニティバスを運

行させます。 

・自宅からバス停までの移動距離を短くす

るために、小回りの利く小型車両への変

更を検討します。 

・基幹公共交通軸となる鉄道や路線バ

スへの乗継に、負荷がかからないルートを

検討します。 

・地域住民の外出ニーズに合ったダイヤを

検討します。 

■ 山南地区 

・人口が少なく、高齢化が深刻化してい

ることから、空バス運行などの無駄な運行

を省き、地域住民の必要に応じて移動を

手助けできる“デマンド交通※”を導入しま

す。 

・一般タクシーとの役割分担を図り、事業

者と連携した運行計画を立てます。 

・新たな地域公共交通の導入となること

から、地域住民への周知もかねて、地域

公共交通のニーズや現在の移動状況等

について、生の声を聞く場を設けます。 

・三木町にふさわしい運行方式や運行ダ

イヤ等、デマンド交通のサービス内容を検

討します。 

井上 

池戸 

下高岡 

井戸 

上高岡 

朝倉 

鹿庭 

小蓑 

奥山 

田中 

平木 
鹿伏 

氷上 

北部 

田中 

小蓑・

朝倉 
奥山・

鹿庭 

神山 

三木町役場 

【施策①-1】地域公共交通の見直し 

 

松原病院 

ザグザグ 

樫村病院 

スーパー 

ふくいち 

マルナカ 

コスモス 

香川大学医学

部附属病院 
ベルシティ 

小山眼科 

DCMダイキ 

※デマンド交通とは、路線バスとタクシーの中間的な位置にある交通手段をいう。 

事前予約により運行するという特徴があり、運行方式や運行ダイヤ、さらには発着地の自由度の組み合わせにより、

多様な運行方式が存在する。 
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施策① 利用者視点を踏まえつつ、需給バランスの取れる地域公共交通の導入 

取組内容 

 

 

 

実施主体と実施期間 

 
 

取組内容 実施主体 

実施期間 

短期 

（令和 2 年度～） 

中期 

（令和 3 年度～） 

長期 

（令和 5 年度～） 

【施策①-1】地域公共交通の見直

し 
三木町、交通事業者 計画 実施 

【施策①-2】福祉車両を活用した地

域公共交通の検討 

三木町、交通事業者、

民間福祉施設 
    計画 

 

 

 

  

【施策①-2】福祉車両を活用した地域公共交通の検討 

 ・町内には、多くの福祉施設が集積していることから、福祉施設利用者の送迎が無い時間帯に、地域内の

公共交通を担う福祉車両の運行を検討します。 
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施策② バス停環境の改善 

取組方針 

 誰もが利用しやすい公共交通利用環境の形成に向けて、分かりやすい運行情報の発信や、

バス停留所等の待合施設のベンチや屋根設置などにより、利用環境の改善を図ります。 

取組内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体と実施期間 
 

取組内容 実施主体 

実施期間 

短期 

（令和 2 年度～） 

中期 

（令和 3 年度～） 

長期 

（令和 5 年度～） 

【施策②-1】バスロケーションシステム

の導入の検討 
三木町 計画 実施 

【施策②-2】ベンチ、屋根の設置 三木町 計画 実施 

 

  

・よく利用される施設内や、複数の交通モードが結節する学園通り駅において、バスを待つことができるよ

うに、施設内と学園通り駅にバスロケーションシステムの設置を検討します。 

・乗降者数の多いバス停や、鉄道、路線バスなど他の公共交通との交通結節機能を有するバス停から

優先的に、ベンチや屋根を設置します。 

【施策②-1】バスロケーションシステムの導入の検討 

 

【施策②-2】ベンチ、屋根の設置 
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施策③ 分かりやすい情報提供 

取組方針 

 公共交通を利用してもらうために、公共交通を身近に感じてもらうことを狙いとして、

公共交通ガイドの作成や、施設における公共交通の情報発信を図ります。 

取組内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体と実施期間 
 

取組内容 実施主体 

実施期間 

短期 

（令和 2 年度～） 

中期 

（令和 3 年度～） 

長期 

（令和 5 年度～） 

【施策③-1】公共交通ガイドの作成 三木町、交通事業者 計画 実施 

【施策③-2】施設での情報掲示 三木町、交通事業者 計画 実施 

【施策③-1】公共交通ガイドの作成 

・路線バスや鉄道等、町内を運行するすべての公共交通機関に関して、乗り方や運賃、時刻表、運行ルー

トの情報を一つにまとめた「公共交通利用ガイド」を作成することにより、公共交通の情報を広く地域住民や

来訪者に提供します。 

・沿線施設（病院・商店等）へ路線案内図等の設置依頼や施設用の時刻表を作成し、掲示する

ことで、施設への移動の際に公共交通の利用を促進します。 

掲示する施設は、地域住民の利用の多い商業施設や病院を想定しています。 

【施策③-2】施設での情報掲示 

 

≪公共交通ガイド例≫ 

路線バスPRパンフレット 

「バスに乗ろう！！～もっと気軽にもっと身近に～」 

（出典：徳島市） 
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施策④ 公共交通の試乗会開催 

取組方針 

 公共交通を利用してみようと思うきっかけ作りを狙いとして、新たに導入する地域公共

交通も含め、公共交通を、地域住民に利用していただく体験機会を創出します。 

取組内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体と実施期間 
 

取組内容 実施主体 

実施期間 

短期 

（令和 2 年度～） 

中期 

（令和 3 年度～） 

長期 

（令和 5 年度～） 

【施策④-1】地域公共交通の運行

実証実験の実施 

三木町、交通事業者、

地域住民 
計画 実施   

【施策④-2】地域公共交通の試乗

会開催 

三木町、交通事業者、

地域住民 
計画 実施   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策④-1】地域公共交通の運行実証実験の実施 

・新たに導入検討を進める地域公共交通について、運行実証実験を実施することで、導入による効果

を検証します。 

・地域公共交通の試乗会を開催することにより、公共交通の利用方法を実践的に知ってもらいます。 

また、普段公共交通を利用していない地域住民にも、公共交通に乗っていただく機会を設け、公共交通

での移動を体感していただきます。 

【施策④-2】地域公共交通の試乗会開催 
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施策⑤ モビリティマネジメントの実施 

取組方針 

 自動車から公共交通利用への転換を図るとともに、公共交通が生活に浸透することを狙

いとして、モビリティマネジメント等による広報・啓発活動を行います。 

取組内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体と実施期間 
 

取組内容 実施主体 

実施期間 

短期 

（令和 2 年度～） 

中期 

（令和 3 年度～） 

長期 

（令和 5 年度～） 

【施策⑤-1】自動車運転免許返納者

に対するモビリティマネジメントの実施 
三木町、地域住民   実施 

【施策⑤-2】地域住民に対するモビリ

ティマネジメントの実施 
三木町、地域住民   実施 

 

  

【施策⑤-1】自動車運転免許返納者に対するモビリティマネジメントの実施 

・運転免許返納者に対し、公共交通を利用するにあたっての不安を解消するために、公共交通の利用方法

等を記載したチラシを作成・配布します。 

・地域住民に対し、公共交通ガイドを配布します。 

・自治会や老人会の開催に合わせて、三木町の職員が免許返納の促進や公共交通の PR・広報のため

の出前講義を行います。 

・その他、三木まんで願祭り等の町内のイベント時においても、公共交通でのアクセスを促進し、公共交通

の PR・広報活動を行います。 

【施策⑤-2】地域住民に対するモビリティマネジメントの実施 

 



38 

施策⑥ 公共交通割引制度の導入の検討 

取組方針 

地域公共交通だけでなく、広域移動を支える鉄道や路線バスとの乗継環境の改善を図る

ことで、地域内の移動だけでなく、地域外への広域的な移動においても公共交通の利用を

促進します。 

また、自動車運転免許返納者に対して、インセンティブを付与することで、公共交通の

利用を促進します。 

取組内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【施策⑥-1】乗り継ぎ運賃割引制度導入の検討 

・鉄道、路線バス、地域公共交通を乗り継いで利用する際における、乗り継ぎ運賃割引制度の導入を検

討します。 

≪乗り継ぎ運賃割引制度の例≫ 

出典：高松市 
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施策⑥ 公共交通割引制度の導入の検討 

取組内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体と実施期間 
 

取組内容 実施主体 

実施期間 

短期 

（令和 2 年度～） 

中期 

（令和 3 年度～） 

長期 

（令和 5 年度～） 

【施策⑥-1】乗り継ぎ運賃割引制度

導入の検討 
三木町、交通事業者 計画 実施 

【施策⑥-2】自動車運転免許返納者

に対する公共交通割引チケット発行の

検討 

三木町、交通事業者 計画 実施 

 

  

・自動車運転免許返納者に対し、期間限定で利用できる公共交通割引チケットの発行を検討します。 

【施策⑥-2】自動車運転免許返納者に対する公共交通割引チケット発行の検討 

出典：三木町 

≪自動車運転免許返納者に対する公共交通割引チケット発行例≫ 



40 

施策⑦ 地域住民アンケートの実施 

取組方針 

 地域に見合う地域公共交通を育てていくために、利用者である地域住民の生活環境や移

動環境を把握し、利用者目線で使いやすい公共交通網を形成します。 

取組内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体と実施期間 
 

取組内容 実施主体 

実施期間 

短期 

（令和 2 年度～） 

中期 

（令和 3 年度～） 

長期 

（令和 5 年度～） 

【施策⑦-1】地域住民を対象としたア

ンケート調査実施 
三木町、地域住民    実施 

 

 

 

 

  

【施策⑦-1】地域住民を対象としたアンケート調査実施 

・地域住民に対し、定期的にアンケート調査を実施し、住民のニーズや移動状況を把握します。 

≪アンケート調査実施例≫ 

出典：三木町 
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（８） 目標達成に向けたマネジメント 

⚫ マネジメント推進体制 

施策の進捗管理や目標の達成状況、施策の妥当性・効果などの確認は、「三木町交通計

画推進協議会」で行うことで、地域住民・交通事業者・関係機関・三木町が、各々連携を

図りながら、本計画に基づき、目指す将来像の実現に向けて施策を推進していきます。 

 

 

 

 

 

図 ４.１マネジメント推進体制 

  

地域
住民

交通
事業者

三木町

関係
機関 【協議会の役割】施策の実施状況の確認/評価

三木町交通計画推進協議会
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⚫ マネジメントの進め方 

本計画が最終ではなく、今回の計画（Plan）を基に、計画的な施策の実施（Do）、目

標に対する達成状況等の確認（Check）、確認を踏まえた上での見直し（Action）という

PDCA サイクルで進行管理を行い、本町に適した交通環境について、随時見直しながら

計画を深めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４.２PDCAサイクルのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PDCA

サイクル

PLAN
計画

DO
実施

CHECK
確認

ACTION
見直し

計画に基づいて
施策を実施する

地域の状況を把握し、
計画を立案する

現時点

確認をふまえた
見直しを行う

目標の達成状況等を
確認する

【内部環境】 

・公共交通利用状況の変化 等 

【外部環境】 

・周辺地域におけるまちづくりの動向 

・AI 等の交通技術開発の進歩 

・公共交通に関する法令の見直し 等 

→地域の公共交通を取り巻く環境の変化に 

伴い、随時確認・見直しを図る 

今後の確認・見直し 
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